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ジョージ・ブラウンの生涯

石 森 秀 三

（国立民族学博物館）

1．大英帝国の若者

 本稿は、この調査報告全体の序論として、ジョージ・ブラウンGeorge Brown

の生涯について、1908年に出版された自伝を中心にして要約を試みたものである1》。

 ジョ「ジ・ブラウンは、1835年にイングランド北部のダーラム郡バーナード・キャ

スルで生まれた。父親は弁護士であったが、母親はブラウンが5歳の時に亡くなって

いる。私立の学校で学んだが、勉強嫌いだったので、学業を終えるとただちに就職し

た。まずはじめに、バーナード・キャスルの外科医の助手になったが、水素ガスによ

る爆発事件を引き起こし、退職させられた。そののちに、サンダーランドで薬局に勤

めたが、長続きしなかった。ついで、ハートルプールに移り、衣料品店に就職した。

ここで、ブラウンはその後の人生を左右する人々と出会うことになった。ハートルプー

ルは港町であり、外国航路の船でにぎわっていた。それらの船の船長や船員が、ブラ

ウンの店にしばしば出入りしたことによって、海外に飛躍する夢がめばえた。外国航

路の船員たちとの出会いによって、海外にめざめたブラウンは衣料品店の店員に飽き

たらず、国外脱出の機会を求めて、船に乗ってロンドンに出た。ブラウンが、16歳の

ときのことである。しかし、そのときブラウンは無一文であった。

 その当時、7っの海を制した大英帝国は、近代資本主義体制を確立して、世界の商

人、世界の工場、世界の銀行としての圧倒的な優位性を享受していた。ブラウンがロ

ンドンに出た1851年には、世界で最初の万国博覧会が開催された。それは別名、 「水

晶宮万博」と呼ばれ、総ガラス張りのクリスタル・パレスを中心にして、大英帝国の

威勢光輝が世界に示された。

 ロンドンに到着したブラウンは、外国航路の船で働くべく、職を探し求めた。船員

としての経験がなかったので、なかなか職が見つからなかったが、ようやくアゾレス

諸島の果実をロンドンに運ぶスクーナー船のコックとして雇われた。しかし、まとも

な料理がつくれなかったので、すぐに解雇された。そののち、いくつかの船を転々と
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してから、最終的に伯父の紹介で、東インド会社の貿易船に乗り組むことになった。

その船はイギリス政府にチャーターされており、主として兵員の輸送船として使われ

ていた。地中海方面に何度か軍隊を送りとどけたのちに、別の連隊をカナダのケベッ

クに輸送した。そこでブラウンは誤って船の階段から転落し、足を骨折した。数ケ月

間入院したのち、モントリオールに行き、ふたたび五大湖をめぐる貨物船で働いた。

その間に、オンタリオ湖岸のニューロンドンで雑貨屋を営む親戚に出会い、店員とし

て働くことになった。しかし、同年輩の店員と折り合いがうまくいかず、生命にかか

わる大喧嘩をしたことなどによって、望郷の念がめばえ、故郷へ帰るかえることを決

意した。ケベックからロンドンに帰る船に船員として乗り組み、4年ぶりにイギリス

に戻った。ところが、故郷に帰ったものの、居心地はあまりよくなかった。父親が定

職につくことを希望したからである。父親の弁護士の仕事を手伝うとか、そのほかの

もっと安定した職業につくなど、いくつかの選択の余地があった。しかし、故郷で定

職につくことを強要されればされるほど、海外での自由な生活が思いだされた。最終

的に、父親を説得して、ふたたび海外に出かけることを認めさせた。’

2．聖職者になる

 今回の目的地は、ニュージーランドであった。なぜニュージーランドなのかについ

ては、さほど確固たる理由があったわけではない。ただ単に、イングランドから一番

遠い植民地として・ニュージーランドを選択したのである。ただし、今回は船員とし

てではなく、乗客として船に乗ることが父親によって厳重に約束させられた。

 1855年3月に、ロンドンを出発したブラウンは、ちょうど20歳になったばかりで

あった。ブラウンにとっては、それまでに幾度と経験した船旅であったが、今回1ま従

来のものとは異なり、たいへん意義深い航海となった。1つには、それまでの航海は

いつも船員として乗り組んでいたのに対して、今回は船客であり、実に快適な船旅と

なった。もう1っは、この船で素晴らしい人たちと乗り合わせたことである。それは、

ブーラウンのぞの後の入生を大ぎくかえるほど蚕要な意味をもっていた。

 ブラウンが、ニュージーランドへむかう船で出会ったのは、セルウィン師Bishop

Selwyn（ニュージーランド教区のビショップ）、パッテソン師Bishop Patteson

（のちに・メラネシア教区のビショップ）などをはじめとする宣教師の一団であった。

当時のブラウンはそれほど熱心なキリスト者ではなかったが、セルウィン師などとの
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出会いによって、キリスト教に対する信仰のあり方が一変した。航海中の船上では聖

書教室が開かれており、ブラウンも熱心に参加し、深い感銘を受けた。また、セルウ

ィン師によって、マオリ語教室も開かれた。この船は、ニュージーランドへの入植者

のための移民船であり、数多くの自由移民が乗り組んでいたからである。ニュージー

ランドは、1840年にイギリスの植民地となり、自由移民の入植が急増した。政治犯の

流刑地として植民地化が始まったオーストラリアの場合とは異なり、ニュージーラン

ドにはユートピアの建設をめざす理想主義をいだく自由移民が入植した。そのため、

キリスト教に対する熱意の度合が高かったということができる2）。

 ニュージーランドのオークランドに到着したブラウンは、すぐに北島東部のオネハ

ンガにむかった。そこにはメソジスト教会の牧師をつとめる伯父がいたからである。

伯父夫婦に歓迎されたブラウンは、伯父のアドバイスに従って、オークランドにある

ウェズリー・カレッジで神学を学ぶことになった。その学校でもまた、よき師との出

会いがあうた。それは、校長のフレッチャー先生Rev． J．H． Fletcherであった。

月曜日から金曜日まで、学校で熱心に学んだのちに、週末にはかならず、伯父夫婦の

いるオネハンガに行き、そこでもまた、敬度なるキリスト者としての生き方を学ぶこ

とができた。ニュージーランドでの生活はキリスト教を軸にして展開されたので、そ

れまでのブラウンの生き方とは根本的に異なるものとなった。しかし、そのような敬

度なキリスト者としての生活のなかで、ブラウンは自らの罪深き人生を反省し、一生

をキリスト教にかける決意をした。

 ニュージーランドでの生活が4年過ぎた頃に、ブラウンは神学の勉強に励むととも

に、すでに今度なキリスト者になっていた。神学の勉強とともに、伝道活動でも活躍

していた。その頃、オークランド教区長のハーディング師Rev．1． Hardingは、ブ，

ラウンにきちんとした牧師としての仕事を与えたいと考えていた。当時のオークラン

ドには、南太平洋の島々で布教活動を行う．宣教師が沢山訪れていたので、ブラウンは

それらの聖職者から多大の刺激を受けた。とくに、フィジー諸島で伝道活動を行うリ

ス師Rev．R．B． Lythとの出会いによ・って、ブラウンもまたフィジー諸島に宣教師と

して赴きたいと希望するようになった。

 メソジスト教会の南太平洋における伝道本部であるオース．トラレーシア・ウェズリ

ァン・メソジスト伝道協会Australasia Wesleyan Methodist Missionary Society

はシドニニに置かれており、宣教師の任命は本部での会議によって決定された。オー

7



国立民族学博物館調査報告10

クランド教区長のハーディング師は、ブラウンを宣教師として任命してもらうべく、

シドニーの本部での会議にのぞんだ。しかし、その会議で意外にも反対意見が出た。

ブラウンの牧師任命に反対する人の意見によると、劇画なるキリスト者であり、人物

としては申し分ないが、あまりにもおとなしすぎて女性のようであり、自己主張が見

られないので、宣教師としては不適当ではないかという点が指摘された。この点につ

いては、ブラウン自身も自伝のなかで、当時の自分の性格が的確に指摘されていると

認めている（Brown 1908：15）。

 宣教師任命に関して反対意見が出されたが、1860年忌本部の会議で、ブラウンは正

式に聖職者としての地位が公認された。その年の8月2日に、ニュージーランドのワ

インガロアの牧師の娘と結婚したブラウンは新婚生活を楽しむ間もなく、9月4日に

新妻とともにオークランド港を出発して、シドニー経由で、最初の赴任地であるトン

ガ諸島に向かうことになった。ところが、シドニーの本部に出向いたところ、急にサ

モア諸島で布教活動を行うことに変更された。

3．サモアにおける布教活動

 サモア諸島におけるキリスト教の布教は、まずはじめにサモア人自身によって行わ

れた。サモア諸島よりも早くにキリスト教への改宗が行われたトンガ諸島でキリスト

教を学んだサモア人によって、サモア諸島における布教活動が開始された。それは、

1830年代はじめのことである。ついで、1835年に白人宣教師として最初にサモア諸

島に足跡をしるしたメソジスト教会の牧師であるターナー師によらて本格的に伝道活

動が開始された。その結果、ターナー師がサモアにやってきた当初は2千人程度とみ

られたキリスト教信者が、各キリスト教宗派の布教活動によって、1830年代の終わり．

には信者が1万3千人に増加した。ただし、メソジスト教会の信者は3千人であった。

ブラウンが伝道活動を開始した当時のサモア諸島は、内政面では4っの大きな血縁集

団の系統がたがいに覇を競い合っており、外政面では英仏独の3国がサモアの植民地

化の機会をねらっていた（Brσokes 1941）。それは、キリスト教あ布教においても

同様であった。いくつかのキリスト教宗派が入り乱れて、布教活動が行われていた。

 いずれにしても、ブラウンにとって最初の本格的な伝道の地となったサモア諸島は

生涯忘れることのできない思い出の地となった。ブラウンは、自伝のなかで、「サモ

アの人々は世界中でもっとも礼儀正しい」とか、「もっとも愛すべき人々である」と
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絶賛している（Brown 1’ X08：31）。ブラウンは結局、サモア諸島に14年間滞在し、

人生のなかでもっとも充実したときを過ごした。サモア語を完全に習得するとともに、

サモア諸島の文化についても十分に研究を積み重ねた。その成果の一部は、ブラウン

の著書Mθ1aηθεfaηs aηd Poly・ηθsゴ∂ηsのなかで、十分に論じられている（Brown

1910）。

 ブラウンはサモア諸島に長期間滞在していたが、民族資料は200点弱しか収集して

いない。しかも、うちわが32点、女性用腰みのが30点、均・ご類が15点、櫛が15点、

帽子が14点、ほっすが13点、木鉢が10点など、収集品にかたよりがみられる。ただ

し、1866年に伝道協会の船の買い替え資金獲得のために、棍棒や槍や釣針や衣装など

を収集し、ニュ三ジーランドのオークランド博物館に送っている。ブラウンは、サモ

ア諸島ではむしろ鳥類の収集に力を入れるとともに、民話や諺の収集を好んで行った。

ブラウンにとって、サモア諸島は最初の布教の地であり、まだ民族資料の収集に興味

がなかったのかもしれない。また、サモアの人々がすでに西洋文化に同化し、伝統文

化を失いつつあったという面もある。さらに、サモアは演説が重視される社会であり、

ブラウンも「まずはじめに言葉ありき」を重視したのかもしれない。それは、サモア

が西洋の画家よりも、文人をひきつけた、という事実にも合致する。

4．新たなる伝道活動

 サモア諸島からシドニーの伝道協会本部に戻ったブラウンは早速、新たなる伝道計

画を打ち上げた。それは、ニューブリテン島もしくはニューアイルランド島において

教会を設立して、布教活動を行うというものであった。それらの島々では、それまで

にまったくキリスト教の布教活動が行われていなかったからである。ブラウンの伝道

計画が本部の会議で承認されたので、かれはオーストラリアの各地を回って、募金を

行った。その結果、ブラウンの伝道計画を積極的に支持する人々が数多く現れ、募金

も順調に進んだ。なかには、ブラウンが欲していた小型の蒸気船を寄付してくれる篤

志家も現れた。さらに、各種の情報を集あて検討した結果、まずはじめにニューブリ

テン島に教会を設立して布教活動を行うことになった。

 ニューブリテン島での新たなる伝道活動にさいしては危険が伴うので、家族を同伴

しないことにした。ニューブリテン島に出かける前に、妻と子どもをニュージニラン

ドに連れて行き、そこに定住させた。ブラウン夫婦には2人の娘がいたが・サモア諸
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島で仕事をしていたときにすでに2人ともニュージーランドに行かせ、学校に通わせ

ていた。オークランドで家をみつけて、妻と娘をそこに残して、ブラウンはふたたび

シドニーに戻り、ニューブリテン島での伝道活動の最後の調整を行った。

 シドニーでの仕事を完了したブラウンは、1875年の4月に、まずはじめにフィジー

諸島にむけて伝道協会の船で出発した。19日間の快適な船旅ののちに、フィジー諸島

についたプラウンー行を待ち受けていたのは、悪性の風疹の大流行であった。ブラウ

ンの記録によると、その年の風疹によって、約4万人が死亡したとされている。その

ため、フィジーでの最初の仕事は、信者の治療を行うことであった。ある村では、人

口の半分がすでに死亡していたり、また別の村では、ほとんどの人々が死亡している

か、風疹にかかっており、だれかが死亡してももはや死体を埋葬することすらできな

いという、悲惨な有様であった3）。

 治療の手伝いをするかたわら、ブラウンはニューブリテン島における伝道活動のた

めに1っの重要な仕事をしなければならなかった。それは、フィジー人宣教師を選抜

することである4）。今回の伝道計画では、フィジー人とサモア人の土着の宣教師を中心、

に布教活動を行う予定であった。最終的に、9人のフィジー人宣教師を選ぶことがで

きた。そのうち、6人がすでに結婚しており、残りの3人が独身であった。

 ところが、思わぬところがら、この計画に横槍が入った。それは、フィジーの植民

地行政府によるものであった。ニューブリテン島はいまだに未開の地であり、食人肉

の習慣をもつ野蛮人がいるところに・フィジー人宣教師を派遣するのはあまりにも危

険であるという点が問題にされた。そして、植民地行政府は事情聴取のために、ブラ

ウンに出頭を命じた。

 9人のフィジー人宣教師とともに行政府に出頭したブラウンは、ニュこブリテン島

における伝道計画のあらましを説明した。それに対して、植民地行政官はフィジー人

宣教師がニューブリテン島での伝道に伴う危険性について十分な情報を与えられてい

るかどうかを知りたがった。植民地行政府としては、フィジー人宣教師は英国籍を有

しており・保．澄すべき立場たあるので、むざむざ危険なところに行くことを黙認する

わけにはいかないという・論理であった。それに対して、フィジー人宣教師たちは全

員が危険を十分承知のうえで・自らの意志でニューブリテン島に赴くことを明言した。

その結果・植民地行政府は・渡航に反対できなくなったが、そのかわり宣誓書の提出

を求めた。フィジー人宣教師が植民地行政府に提出した宣誓書の要旨は、つぎのよう
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なものである。

 「我々メソジスト教会の宣教師は、ニューブリテン島およびニューアイルランド島伝道団

の発起人から、食人肉の習慣をもつ土人によって引き起こされるであろう生命の危険と、健

康によくない気候によって引き起こされるであろう病気の危険などに関して、十分なる情報

が与えられていることを、ここに謹んで宣誓します。同様に、不慣れな食物、未知の言語、

数か月間にわたる無保護と無援助の状況などによって生じる不安や不快に関しても認識して

おります。上記の諸点を十二分に承知したうえで、伝道団に参加するのは、いかなる人間の

命令や権威による強制によるものではなく、当人の自由意志によるものであり、ただ単にそ，

れらの島々の異教徒たちにキリストの福音を伝えたいという、願望によるものであることを、

ここに言明いたします。ナンバNasovaにて1875年6月12日」 （Brown 1908：82）

 宣誓書の提出によって、ようやくフィジー人宣教師の渡航許可がおりたので、ブラ

ウンはただちにサモア諸島に船を進めた。サモアでも、2人のサモア人宣教師が選抜

され、その家族ともども伝道団に加わった。これで、土着の宣教師は合計で11人にな

った。サモア諸島を出発してから、途中でロトゥマ島に寄ってから、ニューブリテン

島に向かった。その頃、ブラウンは慢性的な胃炎に悩まされていた。おそらく、今回

の伝道計画で疲労が重なっているところに、フィジーにおける宣教師派遣に伴うトラ

ブルで、なおいっそう症状が悪化したようである。

5．メラネシアにおける伝道活動

 1875年8月14日に、伝道協会の船は無事にニューブリテン島に隣接するデューク・

オブ・ヨーク諸島のポート・ハンターに到着した。ニューブリテン島は、1700年にイ

ギリスのウィリアム・ダンピエールWilliam Dampierによって発見され、そのよう

に命名された。ついで、1767年にニューアイルランド島を発見したイギリスのフィリ

ップ・カルテレPhiHp Carteretによって、ニューブリテン島をふくめて大英帝国

による領有が宣言された。その後、イギリスやドイツの商人たちが、交易所をひらい

たが、いずれの場合にも数週間しか続かなかった。そのため、ブラウンの一行が到着

したときには、これらの島々には外国人が1人も住んでいなかった5）。

 ブラウンは，船乗りや冒険商人からの情報によって、デューク・オブ・ヨーク諸島
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のポート・ハンターに伝道拠点を置くことを事前に決めていた（Brown 1908：88－

89）。さらに、ニューブリテン島とニューアイルランド島の周辺を船によって探索し、

布教所を設置するのに最適の地点を探し求めた。しかし、多くの地点で、島に近づこ

うとすると、石投げ器による投石や矢や投げ槍で攻撃された。まさに、ブラウンたち

は招かれざる客であった。その一方で、すでに西洋人と接触していた地域では、物々

交換によって西洋文明の利器をほしがる人々がいた。そのような人々とはナイフや布

などで物々交換を行ったが、船に勝手に乗り込んできて手当たりしだいに船にあるも

のを取って行こうとする者もいた。そのために、船員と島人のあいだでトラブルが絶

えなかった。

 さまざまな苦労の末に、ようやく数カ所に布教所を設置することが可能になり、フ

ィジー人とサモア人の宣教師とその家族を配置していった。ところが、ニューブリテ

ン島やニューアイルランド島での布教活動は容易ではなかった。慣れない土地での生

活にうまく適応できずに、ほとんどの宣教師とその家族が病いに倒れた。ブラウン自

身も、胃炎をはじめ、象皮病などに悩まされた。象皮病は、か？てサモア滞在中に発

病し、その後はおさまっていたが、こちらに来てからふたたび発病した。

6．宣教師殺害事件と報復虐殺事件

 1878年4月8日の夜、近くの村の首長が、1つの不吉なニュー・スをもたらした。そ

れは、ニューブリテン島のブランシェ湾の近くの村に居住する4人のフィジー人宣教

師が、内陸の村から呼び出されて、途中で殺害されたのちに、食人されたというもの

である。この種のニュースはしばしばもちこまれ、そのたびに誤報とわかったので、

今回もブラウンは誤報であろうと思った。ところが、別の村に居住するフィジー人宣

教師がブラウンのもとにかけつけ、同じニュースを知らせにきた。事態を重くみたブ

ラウンはさっそく、事件の調査に出かけることにした。

 まずはじめに、殺害されたといわれるフィジー人宣教師の家族のいる教会に立ち寄

ったところ、全員が泣き叫んでおり、ブラウンに対して自分たちの夫や父をかえして

くれとすがりつかれた。そのあとで、事件発生の現場に行こうとしたが、ブラウンに

協力的な首長たちが押しとどめた。宣教師を殺害した連中が、ブラウンをはじめとす

る残りの宣教師たちも殺害して食人に供しようと計画していたからである。犯人はタ

レシTalesiという首長であり、以前にも白人を殺したと噂されている人物である。

12
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宣教師を自分たちの村に呼びだして、その途中で殺害して・その犠牲者の人肉を・近

隣の翼々に贈与して回ったらしい。

 ブラウンはとりあえず、犠牲者の家族をより安全な場所に移すとともに・ニューブ

リテン島に滞在中の白人と連絡を取りあって、善後策を協議した。その結果、事態を

このまま放置しておくと、今後も同種の事件が発生する可能性があるので、殺害犯人

の村を襲撃して報復処置を講じることによって、二度と同様の事件が起こらないよう

に断固たる態度を取ることで意見の一致をみた。

 宣教師殺害事件があったとき、ニューブリテン島およびニューアイルランド島に滞

在中の白人は、ブラウンを含点て全部で8人であった。そのほかに、10人のフィジー

人と4人のサモア人の宣教師がいた。それらが中心になって、報復のための追討団が

結成された。そのさいに、、ブラウンたちに協力的な現地の島人も数多く参加した。追

討団は二手にわかれて、犯人の村および加担した村々を襲撃することにした。ところ

が、ブラウンをはじめとする白人たちは、鏡地の協力的な島人たちが敵方に寝返る危

険性を感じていた。事実、ブラウンは追討団を結成してから、あちこちの村々で羽毛

製の貨幣やブタがやりとりされているのを目撃している。宣教師殺害の犯人の側が、

ブラウンたちの報復の動きを察して、ほかの義々に贈物をおくって味方の陣営に引き

入れようとしたのである。

 追討団の一手を指揮するブラウンは、犯人側の中心人物であるタレシの村の近くま

で来たとき、味方の現地の島人約5百人に命じて攻撃を開始しようとしたが、誰一人

として行動に移らなかった。反対に、ブラウンと白人2人とサモア人1人は、味方で

あるはずの島人に取り囲まれてしまい、不穏な雰囲気になった。、じりじりと追いつめ

られて危険を感じたブラウンたちは、ついに銃口を開いて、数人の島人を撃ち倒した

ところ、全員が逃げ去って危機を回避できた。そのあとで負傷者を治療し、贈物をお

くったことによって数多くの島人を味方に引き入れることに成功したので、ただちに

タレシの村を総攻撃し、家々を焼き打ちした。ところが、タレシはすでに逃亡した後

だった。もう一手の追討団も、宣教師殺害に参加した函嶺を襲撃し、焼き打ちした。

一説によると、追討団によって、少なくとも百人以上の人々が殺害されたといわれて

いる。追討団による報復行為は、ただちに好結果を生み出した。白人の怒りを目のあ

たりにした島人たちは、ブラウンたちに贈物をおくって恭順の意を表明し・不穏な空

気は一変した。
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 白人の力を見せつけることによって、不安は解消されたが、宣教師殺害事：件と報復

事件を聞きつけたフィジーの植民地行政府は2隻の船を派遣して、事件の詳細を調査

した。そのあとで、オーストラリアの新聞や雑誌が、ブラウンらによる報復行為を虐

殺事件として大きくとりあげ、聖職者にあるまじき行為だとして非難の的となった。

メソジスト伝道協会の本部でも、虐殺心惑がとりあげられ、ブラウンに対する批判が

強まった6》。

7．虐殺事件の裁判

 シドニーの伝道協会本部から送られてくる手紙や新聞や雑誌の記事などによって報

復行為に対する非難を知ったブラウンは、ただちに反論の記事を投稿したが、心を悩

ます日々が続いた。それらの心労によって体調を崩したブラウンは、失意のままに4

年間滞在したニューブリテン島を離れて、治療を受けるために、1879年3月にシドニー

経由で、家族の待つニュージーランドのオークランドに帰うてきた。

 家族と再会したブラウンは体力と気力を回復させ、半年たってからふたたび、ニュー

ブリテン島に戻ることになった。トンガ諸島経由で、フィジー諸島に到着したブラウ

ンを待っていたのは、植民地行政府による裁判の知らせであった。イギリス本国から

フィジー総督および西太平洋高等弁務官として派遣されているアーサー・ゴードン卿

Hon． Arthur Gordonに出頭を命じられたブラウンは、本国政府からの訓令によっ

て虐殺事件に関する裁判が開かれることが告げられた。

 フィジーの検察当局はすでにブラウンの不起訴を決定していたにもかかわらず、裁

判所長官みずからが審理の必要性を認あたのである。それには、当時の裁判所長官で

あったジョン・ゴリー卿Hon． John Gorrieの思想が大きな影響を与えていた。ゴ

リー卿は、当時のイギリス本国にあった先住民保護協会の中心人物の1人であった。

かれは・数年前に発生したジャマイカでの反乱のさいに、先住民を徹底的に弾圧した

エイリー総督を糾弾したことで著名であり、イギリス植民地における先住民の保護に

関して弁護一士の立場かち発．言していた。先住民保護協会の組織的な動きによって、本

国政府は植民地政策において先住民保護の方向をうちだし、ゴリー卿のフィジー裁判

所長官就任もその一環であった。

 つまり・ブラウンによる虐殺事件も一昔前であれば、不問にふされたであろうし、

現に今回もフィジーの検察当局は不、起訴を決定していた。そのため、フィジー在住の
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白人のあいだでは、ブラウンを裁判にかけることにしたゴリー長官に対する批判がな

されていた。植民地在住の白人たちにとっては、ブラウンの虐殺行為は白人の力を先

住民に知らしめるという意味で、むしろ高く評価されていたからである。

 このように、植民地のなかで、ゴリー長官が孤立した形で、裁判が開かれれようと

した。ゴリー長官は当初、虐殺事件の首謀者としてブラウンに殺人罪を適用して、少

なくとも10年の懲役刑に処するつもりであった。ところが、検察当局に対して再度、

起訴するように促したにもかかわらず、検察側はそれを拒否したために、裁判は成立

しなかった。そこで、ゴリー長官はブラウンを裁判所に招き、その閻の経緯を説明し

たうえで裁判が行わなわれないことを告げた。先住民保護の立場を貫こうとしたゴリー

長官が、植民地の最前線で敗北したわけである。本国の首都ロンドンと植民地の最前

線では、先住民保護に対する認識が、まったく異なっていたといえる。

 デューク・オブ・ヨーク諸島に戻って、妻子と再会したブラウンは、もう1年間滞

在したのちに、オーストラリアに帰ることになった。1881年1月に、ニューブリテン

島を去る帆船の船上にたたずむブラウンは、この6年間に生じたさまざまな出来事が

脳裏を居来した。島に到着した当初は、武器で威嚇され、困難な状況のなかで各地に

布教所を設置したが、ほとんどの宣教師が謂いに倒れるなかで、伝道活動を続けた。

宣教師殺害事件とそれにつづく虐殺事件は、ブラウンの心に大きな傷跡を残した。そ

のうえ、愛する2人の子どもを病気で亡くすとともに、フィジーとサモアから連れて

来た数多くの敬度な宣教師をこの地で亡くしたことも痛手であった。

8．伝道協会の要職

 シドニーに戻ったブラウンは、メソジスト伝道協会の要職を歴任するかたわら、デ

ューク・オブ・ヨーク諸島の現地語による聖書翻訳や辞書編纂の仕事に従事した。さ

らに、ロンドンで開かれるメソジスト教会の総会に出席する機会が与えられた。1884

年4月に．シドニーを出発し、サンフランシスコに到着したブラウンは、アメリカ各地

を訪れたのちに、イギリスに到着した。ロンドンを皮切りに、各地のメソジスト教会

を歴訪してから、故郷のバーナード・キャスルの我が家に戻ったところ、父親が健在

であった。それは、実に29年ぶりの再会であった。    噛」

 1886年にロンドンで開かれたメソジスト教会の総会に出席し、講話を行った。ブラ

ウンにとっては、それまでの人生で経験したことのない大聴衆を前にしての講話であ
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つた。それは、南太平洋の小さな島々で、少人数の島人を前にしての説教とは大きく

異なっていた。聖職者ブラウンにとって、人生の晴舞台といえるものであった。イギ

リスでの仕事を終えたブラウンは、ふたたびアメリカを経て、ニュージーランドで数

ケ一問滞在したのちに、1887年にオーストラリアに帰国した。丸3年を要する一大旅

行となった。帰国したブラウンは、ニューサウスウェールズ教区とクイーンズランド

教区の事務局長に任じられるとともに、太平洋地域における伝道の最高責任者になっ

た。その最初の重要な仕事は、トンガ王国における宗教的・政治的紛争の調停であっ

た。当時のトンガ王国は、キリスト教会をめぐる紛争が非常に危険な状態に達してい

た7）。トンガ王国は、1845年にジョージ・ッポウ一世王King George Tupou I

によって全土が統一されて王国になったものである。ツボウー世はたいへん聡明な国

王であり、周辺の島々がヨーロッパの列強によって植民地化されるのを知って、トン

ガ王国が外国によって支配されないように、あらゆる方策を講じた。そのさいに、国

王の知恵袋になったのが、トンガ王国におけるメソジスト教会の責任者であったシャー

リー・ベイカーShirley Bakerであった。

 ベイカーは、1836年ロンドン生まれのイギリス人であり、1850年にオーストラリア

に移住し、メソジスト教会の宣教師になった。1860年頃トンガ王国に派遣され、1869

年にトンガ教区長になった。その問に、ツボウー世の絶大なる信頼をかちとり、知恵

袋になった。1862年には法律の改定を指導し、その翌年にはトンガ王国の国旗をデザ

インした。また、1875年には王国の憲法を起草するとともに、ヨーロッパの列強に植

民地化されないように、ツボウー世がとなえる「トンガ人のためのトンガ」の建設に

大いに貢献した。外交面では、1876年にドイツと友好条約をむすび、その3年後にイ

ギリスとの友好条約を締結させた。内政面でも、税制の導入による国家財政の立て直

しや、行政制度の確立などで大いなる貢献をなした。

 ヨーロッパの列強を排除した形で，トンガ王国の近代化を推進しようとするベイカー

に対して、イギリスをはじめとする各国が反発した。そこで、公金の不正使用の問題

を大きく取り上げて、ベイカーを辞任に追い込み、オーストラリアに国外退去させる

ことに成功した。それを受けて、シドニーのメソジスト伝道教会では、ベイカーの聖

職者としての資格を剥奪した。

 ところが、ベイカーは翌年には、トンガに帰り、国王の信任を得て、トンガ王国の

首相に就任した。同時に、外務大臣と土地問題担当大臣も兼務した。首相になったべ
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イカーは従来以上に、外国の干渉を排除する形で、急進的な改革を進めた。内政面で

も、土地問題をめぐって、強引に改革を強行したことによって、国外だけでなく、国

内にも数多くの敵ができた。ベイカーのやり方に不満を抱くとともに、かれを信任す

る国王に対する反発が沸騰点に達した1885年に、ムア地方で反乱が起こった。ベイカー

は、国王の支持を得て、これをただちに弾圧した。

 この反乱の裏で糸をひいたのは、メソジスト教会の宣教師とみなしたベイカーは外

国人宣教師を排除するために、トンガ独立教会の設立を進言し、国王の許可を得た。

さらに、独立教会に入会しないものに対する迫害をおこなった。それに対して、メソ

ジスト教会の信者はベイカー首相の暗殺を計画したが失敗に終わった。暗殺未遂事件

に激怒したベイカーは、独立教会への未入会者に対する迫害をより強化した。そのた

めに、1887年には、メソジスト教会の信者は、受難を避けてトンガを脱出し、フィジー

に逃れた。シドニーのメソジスト伝道教会本部は、事態を重視して紛争を解決するた

めに、ただちに対策を講じた。トンガ王国問題特別委員会を設置して、ブラウンを委

員長に任命した。そのうえで、ブラウンをトンガに派遣して、現地で調査させること

にした。

 ブラウンは、1888年から1890年までのあいだに、3回にわたってトンガに赴き、

国王ツボウー世に面会するとともに、ベイカー首相や教会関係者に会い、問題解決の

糸口を探った。一方、英仏独の三国はそれぞれなりに、虎視眈眈と植民地化の機会を

狙っていたが、最終的にフィジーに駐在するイギリス本国派遣の西太平洋高等弁務官

が本国からの訓令を受けて、軍艦をトンガに派遣し、国王を説得して、ベイカーを辞

任に追い込んだ。国王は当初、抵抗したが、イギリスの力を恐れて認めざるをえなか

った。ベイカーは国外追放させられ、その代わりにトンガの貴族の一人であるツクア

ホが首相に就任した。ただし、かれは名目上の首相であり、実質的にはフィジーに駐

在するイギリスの外交官バジル・トンプソンBasil Thompsonが副首相に任命さ

れ、トンガを牛耳ることになった。

9．ニューギニアにおける伝道活動

 トンガ王国における紛争の解決に貢献したブラウンを待っていたのは、ニューギニ

アにおける伝道計画であった。ニューギニアでは、18世紀の中頃からオーストラリア

大陸に近い東南部において、主としてオーストラリアの商人が進出しており、正式に
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植民地にするように、イギリス本国に要請していた。しかし、本国政府は、無理が生

じる領土の拡大を望まなかった。そこで、1888年にニューギニアの東南部をイギリス

の保護領にしたのち、1892年に正式に領有を宣言した。初代の植民地行政官として、

ウィリアム・マクレガーWilliam MacGregorが任命された。マクレガーは先住民

を教化するために、キリスト教の布教を大いに奨励した。

 ニューギニアでは、英国国教会がすでに1886年から布教を始めていた。マクレガー

は、オーストラリアのメソジスト伝道協会とロンドン伝道協会にも、布教活動を要請

した。メソジスト伝道協会は1890年に総会を開いて、植民地政府の要請を受け入れ、

ニューギニアにおける布教活動を開始することに決定した。そして、ブラウンがふた

たび責任者に任命された。

 ブラウンはただちに、ニューギニアに行き、植民地行政官に面会して、教会の候補

地を協議した。植民地行政府は、異なる教会で競合しないように布教地域の割り振り

を行った。メソジスト伝道協会では、ニューブリテン島やニューアイルランド島にお

ける伝道活動の実績をふまえて、重点地域をニューギニア最東部の島颯地域とした。

教会の最適地を求めて、ブラウンはポートモレスビーを出発し、ニューギニアの各地

を巡ってから、船に乗って、ニューギニア最東部に先端に点在する島々を訪れた。ト

ロブリアンド諸島、ダントルカースト諸島、ルイジエード諸島などに立ち寄り、なか

でもとくにドブ島、グッドイナフ島、ミシマ島、ロッセル島などを調査した8｝。その結

果にもとづいて、布教所の候補地を決定して、宣教師を配置していった。ブラウン自

身はすでに55歳になっていたので、布教活動にはたずさわらなかった。

 ブラウンは1年後に、シドニーに戻ったあとで、ふたたび短期間、ニューブリテン

島に視察に出かけた。そののちに、ニューサウスウェールズ教区の最高責任者に選ば

れたたあに、実際の伝道活動よりも、教会行政の仕事に忙殺されるようになった。そ

の間にも、4回にわたってニューギニアへ短期間の視察を行っており、やはりブラウ

ンは生粋の伝道者ということができる。

10．ソロモン諸島における伝道活動

 ニューサウスウェールズ教区の最高責任者に任じられたブラウンは、多忙な日々を

送ることになった。ところが、1901年になって、伝道協会本部ではソロ．モン諸島にお

ける布教の問題が本格的に協議されるようになった。

18
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 ソロモン諸島におけるキリスト教の布教は、1865年から英国国教会によって行われ

てきた。ところが、1893年にソロモン諸島がイギリスの保護領になり、3年後に植民

地行政官が任命されてから、英国国教会のほかの教会にも布教の要請があった。それ

を受けて、1898年からローマ・カトリック教会が伝道を開始した。そのような状況の

なかで、メソジスト伝道協会でも布教の必要性が検討された結果、ブラウンがソロモ

ン諸島における伝道活動の責任者に任命された。

 ブラウンは、ただちにソロモン諸島を訪れて、いくつかの島々を歴訪し、布教所の

候補地を探し求めた。結局、すでに布教活動を行っていた英国国教会やローマ・カト

リック教会と競合しない島々のうちで、最適地としてニュージョージア島が選ばれた。

そのほかに、オントンジャヴァ島やイザベル島なども訪れている。段取りを整えたブ

ラウンは、シドニーの伝道協会本部に戻り、宣教師の選定や資金調達を行ったのちに、

ふたたびソロモン諸島に取って返した。ニュージョージア島にメソジスト教会を設立

し、本格的な布教活動に着手した9｝。しかし、ブラウン自身は、オーストラリアでの教

会の要職をこなさねばならないので、布教活動が予定通りに開始されたのを見とどけ

てから、シドニーに帰った。

 ブラウンがソロモン諸島における伝道計画の責任者に任命されたとき、すでに66歳

を過ぎていた。老境にありながら、なおかつ未開の地での伝道活動に意欲的であった

のは、高く評価されてよい。メソジスト伝道協会の内部でも、南太平洋地域における

布教活動は、ブラウンの存在を抜きにしては考えられなかったようである。

 ブラウンは1860年に聖職者としての資格を与えられて以来、約半世紀問にわたって

南太平洋の島々で伝道活動に従事してきたが、1908年についに引退を決意した。サモ

アにおける伝道活動を皮切りに48年間にわたって、ニューブリテン島、ニューアイル

ランド島、ニューギニア、ソロモン諸島などで、メソジスト教会による南太平洋での

伝道活動の中心人物として活躍した。ニューブリテン島やニューアイルランド島やソ

ロモン諸島などでは、ブラウンが伝道活動を始めた当初は信者が1人もいなかったが、

20年後には4，000人を超えている。また、教会の日曜学校の生徒は1万人におよんで

おり、信者数の増加が顕著である（Brown 1908：536）。

 メソジスト伝道協会では、このようなブラウンの南太平洋における布教活動の功績

を記念して、「ジョージ・ブラウン号」と名づけた大型帆船を建造している。19世紀

の中頃に伝道活動に従事していたブラウンは、いつも船のやりくりに四苦八苦してい
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たが、半世紀を経て自分の名前が冠せられた帆船が活躍するようになったのである。

ブラウンは、1908年に73歳で宣教師の仕事から引退したが、1913年にはメソジス

ト教会のオーストラリア全域を統括する協議会の会長に選ばれている。それは、オー

ストラリアのキリスト教会における最も名誉ある地位であった。世界の7っの海にあ

こがれた大英帝国の若者が、ついにオーストラリアにおけるキリスト教会の最高位を

極めたのである。

11．多彩な人生

 ブラウンは、半世紀問にわたって、南太平洋の各地で福音の伝道に従事するととも

に、民族資料の収集も行った。1917年にシドニーで亡くなったさいに3，166点にお

よぶコレクションを残している。宣教師による民族資料の収集は決して珍しいことで

はなく、むしろ19世紀にはさかんに行われていた。ただし、ブラウンほどのスケール

で、太平洋地域の各地で収集活動に従事した宣教師は稀であるし、また3，000点をこ

える個人コレクションを残したことも稀であった10》。

 さらに、ブラウンの場合には民族資料の収集だけでなく、動植物や鉱物の収集にも

力をそそいだ点が注目される11）。たとえば、ブラウンが発見したワラビーの1種には、

ブラウンの名前に因んでMacropu5βrowηfという学名が与えられ、カブトムシの

1種にはβ寵ocθがβrowηノという学名が与えられている。ブラウンは、博物コレク

ターとして評価されるべき存在であったということができる。

 ブラウンが博物収集に興味を抱くようになった理由は定かではないが、父親の影響

を受けていたようである。ブラウンの父親は弁護士であったが、大変な読書家でもあ

った。とくに、博物誌の書物を愛読していたらしい。また、自宅周辺の地域を広く歩

き回って、動植物や鉱物に習熟するようになった。バーナード・キャスル地域の野生

植物について講演を依頼されたさいには、自分が採集した数多くの野生植物を大きな

机のうえに並べて、文献類を見ることなく、1っ1っの植物について、その構造や用

途を細かく解説できたらしい（Brown 1908：4－5）。

 ブラウンはまた、サモア語の文法書の執筆やニューブリテン島近くのデューク・オ

ブ・ヨーク諸島の現地語による聖書翻訳と辞書編纂なども行っている。さらに、ブラ

ウンは伝道活動のかたわらで、イギリスの王立人類学協会や王立地理学協会などの会

員になるとともに、専門学術誌に論文寄稿を行っている（Brown 1877，1881，1901）。
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とくに、メラネシアからポリネシアに至る諸民族の文化を比較して、民族移動につい

て理論化を試みた論文は、当時の民族学界で話題になった（Brown 1887，1898a）。

19世紀の段階で、メラネシアとポリネシアの両地域で仕事を行った研究者や宣教師は

稀であり、ブラウンの知見が評価されたのである。

 引退後には、Mθ1aηθ5f8η5 aηd Polyηθεfaηsと題する民族誌を執筆して、1910

年にロンドンで出版している。この民族誌では、ニューブリテン島とサモア諸島にお

ける事例を中心にして、食生活、宗教、呪術、政治、財産、生業、神話、歴史、言語

など多岐にわたる項目が取りあげられている。その序文には、英国学術振興会が編集

した最新の民族学調査ガイドブック（Pitt－Rivers 1874）にもとづいて、調査を行

ったことが記されている。一方、この民族誌ではメラネシア人がポリネシア人よりも

劣っているという人種差別論が基調になっているために、批判もなされている。しか

し、進化論が優勢な当時の思想的背景を考慮するならば、そのような論調もやむをえ

ない面もある。いずれにしても、これらの一連の業績は宣教師の仕事の一環としての

民族文化研究という面もあるが、宣教師の域をこえた民族誌家としての業績も評価さ

れるべきである（Eves 1998；Fletcher 1921；Rubel and Rosman 1996；

Specht 1987） 。

12．写真家としての業績

 ブラウンはまた、貴重な写真コレクションを残したことでも有名である。1875年に

ニューブリテン島で伝道活動を開始して間もなく、写真機を入手した。雑誌向けの写

真取材のためにブラウンに同行した写真家が、島人に攻撃されたことによって写真撮

影を断念し、写真機をブラウンに売り渡した。そののちに、ブラウンは南太平洋の各

地で約900点の写真を撮影し、貴重な映像記録を残した（Webb 1995）。

 ブラウンは、撮影した写真をさまざまな目的で活用していた。たとえば、メラネシ

アにおける布教のさいには、すでに改宗済みのサモア諸島の人々の生活を撮影した写

真を、夜に幻灯機で映写することもあった。ブラウンはガラス乾板を撮影に用いてい

たので、それを幻灯機で映写した。同様に、欧米諸国の教会などで講話をおこなうさ

いにも・幻灯スライドを多用したらしい。さらに・南太平洋の自然と文イヒに興味をも

つ人々に、自分が撮影した写真を焼きつけて送付することも好きだったようである。

そのために、世界の各地の博物館でブラウン撮影の写真が収集されている。
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 ブラウンは、大英帝国の植民地拡大に伴うキリスト教伝道拡大の先兵となって、布

教のプロフェッショナル（先駆磯伝道者、ときには戦闘的伝道者）として活躍した。

その一方で、探検家、収集家、民族誌家、写真家など、多彩な人生を波乱に満ちた形

で生き抜いた。ブラウンの多彩な人生には、19世紀における南太平洋の歴史の一端が

鮮明に映しだされているといえる。

 注

1）本稿は、筆者が1988年にまとめた原稿（石森1988）を大幅に加筆修正したものである。

2）ニュージーランドにおけるキリスト教の土着化のプロセスについては、すでに別稿でま

とめてある（石森1974、1982）。

3）フィジー諸島におけるキリスト教受容の問題に関しては、橋本がすでに詳細に論じてい

る（橋本1996）。

4）フィジー人宣教師の選抜に伴う問題に関しては、本報告の橋本論文を参照。

5）ニューブリテン島におけるブラウンによる民族資料の収集に関しては、本報告の白川論

文を参照。

6）南太平洋における白人による現地人虐殺事件としては、1927年にソロモン諸島のマライ’

向島で起こったものが最も著名である（Keesing and Corris層1980）。

7）19世紀末のトンガ諸島の歴史については、すでにいくつかの優れた研究がなされている

（Latukefu 1974； Rutherford 1971）。

8）トロブリアンド諸島におけるブラウンによる民族資料の収集に関しては、本報告の小林

論文を参照。

9）ソロモン諸島におけるブラウンによる民族資料の収集に関しては、本報告の関根論文を

参照。

10）ブラウンによる博物収集の歴史的位置に関しては、本報告の林論文を参照。

11）ブラウンによる環境認識の問題に関しては、本報告のマシウス論文を参照。
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